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地域医療連携室だより 

 2025年４月より男山病院麻酔科に赴任いたしました、金と申します。 

2005年から赤穂市民病院にて初期研修を修了し、2007年から滋賀県立総合病院にて、 

2016年からは守口敬仁会病院で手術室での麻酔管理を中心とした診療に携わってまいりました。 

 滋賀県立総合病院では、悪性腫瘍を主とする手術症例を、他院では断られた症例も積極的に受け入れていました。 

長時間におよぶ侵襲的な手術の管理や、ハイリスク症例における全身麻酔を避けての悪性腫瘍手術の管理など、 

貴重な経験を多くさせていただいたと思っています。 

守口敬仁会病院では、消化器外科と整形外科の手術が主でした。特に急性腹症の診療に注力しており、 

腹部緊急手術をかなり積極的に受け入れていました。腹部緊急手術はfull stomach症例が多いのは勿論 

ですが、SIRSによるショックやDIC、術前心停止症例など、多くの経験を積ませていただいたと思っています。 

男山病院では、整形外科・高齢の症例が多い傾向にあると伺っておりますので、これまでの知識や経験を 

患者様に還元し安全を第一とする麻酔管理は勿論ですが、術後の離床・リハビリなどの機能回復や周術期の 

満足度にも微力ながら貢献していければ、この地域全体の医療への満足度・関心の向上に間接的ながら 

繋がるのではないかと考えています。どうぞよろしくお願いします。 
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                麻酔科認定指導医 

 2025年4月より男山病院麻酔科に着任いたしました中村恵梨子と申します。 

2009年に京都府立医科大学を卒業し、これまで綾部市立病院、京都田辺中央病院、関西医科大学附属病院で 

麻酔科診療に従事してまいりました。手術を受けられる患者さんは身体的・精神的に大きな負担を抱えておられ

ます。その不安に誠実に向き合い、患者さん一人ひとりに寄り添った麻酔管理を心がけております。 

また、術後の早期回復を促進するための取り組みにも積極的に関わり、患者さんが一日も早く元の生活に 

戻れるようサポートしていきたいと考えています。麻酔科医として、手術中のみならず、術前・術後を含めた周術期

全体を通じて患者さんを支え、安心・安全な医療の提供に努めてまいります。 

地域の皆様に信頼され必要とされる存在となれるよう、日々知識と技術の研鑽に励むとともに、 

地域の開業医の先生方との連携を通じて地域全体の医療の質向上に寄与できればと考えておりますので、 

どうぞよろしくお願い致します。 

 麻酔科 新任医師のご紹介 
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■ 診療・検査のお申込みについて 

  地域医療連携室（右記番号）までご連絡ください。 

■ 受付時間 

  月・火・金 9時～１９時 

   水・木  ９時～１７時 

    土 9時～１２時 
  

緩和ケア病棟 師長より就任のご挨拶  

『男山病院 緩和ケア病棟』 ホームページ 

（https://misugikai.jp/otokoyama/doctor/

令和７年2月15日より、男山病院緩和ケア病棟師長に就任しました 

西川育子と申します。 

平成24年11月に男山病院に入職し、外科、内科を経て現在に至っております。 

令和5年9月に緩和ケア病棟に異動となり、前任の山本師長のご指導のもと 

病棟師長業務の他に緩和ケア面談や緩和外来に同席し、入院に至るまでの流れを理解し、 

現在は医師や地域医療連携室、在宅医療部、訪問ステーションと連携しながら、緩和ケア病棟

へのスムーズな入院受け入れができるように日々、調整を行っております。 

緩和ケアとはがんと診断されそれに伴う身体的、精神的な苦痛に対してご家族を含め患者さ

んの身体的、心理的、社会的な苦しみや悩みを和らげるケアのことです。患者さんやご家族の

苦痛や悩みをできる限り和らげ、大切な時をよりよく過ごしていただけるようにさまざまなスタッフ

と連携し、暖かく思いやりのある看護の提供を目指しております。 

 

2025年度の緩和ケア病棟目標を 

①患者さん、ご家族が望む終末期ケアを実現できるように支援する。 

②スタッフの「緩和ケア」に対する知識や技術の底上げを行うことでより 

良い看護を目指す。 

③心理的安全性の高い職場環境づくりを目指す。 

 

としております。安心・安全な看護を提供するためにはスタッフの心理的安全も重要になってきます。

スタッフの働き方に合わせた、やりがいのある職場環境づくりとスタッフ教育にも尽力していきた

いと思っております。今後ともよろしくお願いいたします。 

 緩和ケアご希望の患者さま・ご家族さまがおられましたら 

地域医療連携室にお電話ください。 

 緩和ケア病棟のキャラクター：かりんちゃん                         

キリンは他者への慈しみと思いやりを持った動物で 

幸福の象徴とされています。 

https://misugikai.jp/otokoyama/doctor/palliativecareward/

